





氏名 湯 峯 裕
目 次
序 章  課題の設定
第 1節 問題の所在 。・・・ 0・・・・・ 0・ 0・ 0・・ 0000・
第2節 先行研究の検討と本研究の特色・・・・・ 0・・・・・・・











































第 1節 これまでのまとめ・・・ 00・0・・・・・・・・・・・
第2節 対話の訓練からめざす「名乗りの教育」 0・ 。・・・・・
第3節 日本のキャリア教育において
言語の活動を教材化することの課題・・ 0・
参考・引用文献・・・・ 0・ 00・・・・ 00・・ 000・0・・・



































初めてキャリア教育 career educattonの語が使われて以来、進路指導 career guidanceと
キャリア教育 career educatlonが同時に進行していく。2002年には改訂「初等中等教育












就職基礎力 (厚生労働省)、 社会人基礎力 (経済産業省)、 学士力 (文部科学省)、 また、


































































































































































































ソンズ (Parsons,F。)は、1908年、職業局を開設し、職業指導 vocational guldanceとい
う語を初めて使用した。職業指導 vocatlonal guidanceの語が示すとおり、都市に集中し
てきた労働力を職業に当てはめていく職業紹介的な職業指導が行われ、個人特性と職業特




































































「危機に立つ国家A Nation at R■sk」から10年後の1994年、「学校から職業への移行


















アメリカ連邦労働省のリー ドで21世紀型スキルの (21st Century Skills)の議論が全米





評価プロジェクト (assessment&teaching of 21st century skllls,ACT21S)」という国
際研究プロジェク トとなって広がっていく (国立教育政策研究所 2013,p.47‐49)。
一方では、全米州教育長協議会 (CCSSO)と全米知事会 (NGA)のリー ドによって、






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の「仮名序」で「やまとうたは、人の心を種として、万の言 (こと)の葉とぞなれ りける 世の中にあ
る人、ことわざ繁きものなれば、心に思ふ事を、見るもの聞くものにつけて、言ひ出せるなり」とある
ように、言葉は「言 (こと)の葉」であり、「言 (こと)」 の基盤には「こころ」がある。「こころ」
が現れ出たものが「言 (こと)の葉」である。そして、この「言 (こと)」 と、「もの」に対するとこ
ろの「こと」は同根である (これは先の木村敏も指摘している)。 そうなると事物の本質を体現するも
のが「こと」となる。対して、 「もの」は「もののあはれ」 「ものぐるおし」のように、具体物を抽象
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